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内取り前のICG「TTL」照会結果画面



SHSで、引き続き蔵置する分と、内取り通関する分に分ける

SHS入力画面 共通部

内取りの場合は
仕分け数に０を入力
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１ページ目：引き続き蔵置する分の情報を入力

２ページ目：内取り通関する分の情報を入力
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SHS入力画面 繰返部



内取り後のICG「TTL」（内取り元）

SHSの繰返部１ページ目で
入力した内容になる

B/L番号は変わらない
（枝番は付かない）

通常の仕分けと異なり、
貨物状況はENDにならない
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内取り後のICG「TTL」（内取り子） B/L番号に枝番Aが
払い出されている

SHSの繰返部２ページ目で
入力した内容になる
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内取り元のB/L番号が
確認できる
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SHS（内取り）による管理番号枝番の払出し

内取り元B/L番号に対してSHSで複数回内取りを行い、個数等を減算していくことが可能


